
補綴治療において歯列を患者の顔貌と調和させるには、顔貌情報を治療計画に組み込むことが重要である。近年、フェイススキャナーと

口腔内スキャナーを統合した仮想患者の利用が進んでおり、頭位の基準として自然頭位（NHP）が用いられている。本研究では、異なる 3

種類の NHP の取得方法と 2 種類の記録システム間で、それぞれの NHP での頭位角（roll 角、pitch 角）とその信頼性について明らかにす

ることを目的とする。 
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